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1　は　じ　め　に

水田転換園では7月以降に葉中の窒素含有率が高くなっ

たり，その減少が既存園とくらべて緩慢なために，果実の

着色が遅れたり，品質低下をきたしている場合が多い。こ

れらは，土壌からの無機態窒素の発現が，転換園をとりま

く水分環境の特性のために，既存園とは異なった様式をと

るためとも考えられるので，地下水位や土壌水分卜透水性

の異なる水田転換園において，土壌の無機態窒素発現様式

と無機化能の特性を比較検討した。

2　試　験　方　法

（1）土壌の無機態窒素発現様式

日　成木園における発現様式（昭和57年）

昭和46年，47年に水田転換されたリンゴ園11か所と対照

として，同じ樹令の既存園3園をえらび，5月から10月ま

で，土壌中の無機態窒素含量を測定し，その推移をみた。

試料は調査樹の樹冠下に深さ30と闇の穴をはり，5－25亡桝か

ら採土し，2卿のふるいを通過させた生土をINKClで

抽出し，デバルク合金で還元後，アンモニア電極でNO3－

NとNHJ－Nの含量を測定した■）。含量は乾土100g当

り昭で示した。

2）幼木園における発現様式（昭和58年）

昭和57年に水田転換された増田町のわい化リンゴ園の中

から透水性の異なる4匪lをえらび，転換1年目に採取し，

風乾，調整した土（0－20Cが）を最大容水量の60％に水分

添加して，定温器内で30℃で30日間培養し，無機態Nの発

現量を10日ごとに測定した。

また，5月25日，7月1日，8月4日，9月27日の4回

にわたり成木園と同様な方法で，現地における無機態Nの

推移をみた。

3I　ぴん培養N，硝化能

昭和57年に1）の調査園で，4月に5～30伽の深さの土を

とり，風乾，調整して測定時期まで冷蔵庫に保存した。こ

の試料を用い下記の方法で，ぴん培養N，硝化能を5月か

ら10月にかけて毎月測定した。

ぴん培養NH…・風乾土10gを内径42〆揮，高さ95脚の平底

培養ぴんに入れ，最大容水量の60％に水分調整し，パラフイ

ルムでシールした。この培養ぴんを調査樹近くの30畑深さ

の層に埋没し，現地で10日間培養して，（1）の方法で無機態

Nの発現量を測定した（図1）。

図1　現地でのぴん培養法

硝化能…風乾土30，に硫安40噌添加後，ぴん培養と同

様に現地培養し，NO3－Nを測定し，添加硫安のNH3－

Nに対する比率を硝化能の指標として用いた。

3　結果及び考察

（1）成木園における発現様式

地下水位が低（70と聯以下），中（50～70伽），高（50甜

以上）の転換園と既存園の5月下旬から10月下旬までの無

機態Nの推移を表lに示した。同一の地下水位区分のうち

でも園地により，含量に違いがあったが，5月下旬では水

転－1（地下水位低）と対照－1（褐色土）間には明らか

な違いがみられ，その他の転換園も対照の既存園にくらべ

て低い値であった。これは，転換園の春肥の施用量が既存

園より少ないことも一因と考えられるが，9月までは対照

の既存園に比較して，含量が低い月が多く，特に，地下水

位の高い園地では無機態Nが低く，転換園では既存園にく

らべ，その水分環境から土壌Nの無機化が抑制される傾向

があるものと考えられた。

（2）幼木園における発現様式

転換後2年目の園地における5月下旬から9月下旬まで

の無機態Nの動きを衰2に示した。園地間の含量を比較す
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表1地下水位の異なる園地における無機態Nの推移（昭57）

　　 月／日
土壌 5 ／25　　 6 ／25　　 7 ／26　　 8 ／28　　 9 ／27　 10 ／25 対 象 園 数

水
（地
転 － 1
下水位 低 ） 1．62　　　 0，55　　　 0．2 1　　 0．74　　　 0．49　　　 0．52 5

水
（地
転 －　 2
下 水位 中 ） 2．69　　　 2．24　　　 0．63　　 1．70　　　 0．70　　　 0．56 4

水
（地
転 －　 3
下 水 位 高 ）

2．31　　 0．16　　　 0．11　　 0．80　　　 0．51　　 0．29 2

対 照 － 1

（褐 色 土 ）
3．59　　 1．45　　　 0．68　　　 2．16　　　 0．89　　　 0．41 2

対 照 －　 2

（黒 ボ ク 土 ）
2．75　　　 6．46　　　 2．55　　　 4．4 1　　 0．8 1　　 0．42 1

注．（NO。＋NH3）－N咽／100g

地下水位：低（仙罰以下），中（50－70（謂），高（50蕗以下）

表2　幼木園での無機態Nの推移（昭58）

園 地
深　 さ

（爪 ）
5 月 25 日 7 月 1 日 8 月 4 日 9 月 2 7 日 透 水 性

A
0　～ 15 16 ．0 4 28 ．3 0 5 1 ．4 6 7 9 ．6 0

非 常 に よ い
1 5　～　 30 6 ．7 7 8 ．76 1 1．9 3 34 ．8 7

B
0 ～ 15 0 ．3 4 2 ，4 9 0 ．5 6 2 ．7 0

よ　 い
1 5　～　 3 0 0 ．5 5 0 ．4 4 1 ．6 2 4 ．6 2

C
0　～ 15 0 ．80 1．9 6 0 ．14 1．8 3

悪　 い
15　～　 3 0 0 ．65 1．6 2 0 ．10 1．63

D
0 ～ 1 5 0 ．7 8 2 ．1 1 0 ．3 2 0 ．4 8

非 常 に 悪 い
15　～　 3 0 1 ．7 0 2 ．5 8 0 ．6 1 0 ．42

注．（NOJ＋NH3）－N昭／100g

ると，5月下旬から8月上旬まではA＞B≧D＞Cの順序

で，透水性のよい園地はど無機態Nの発現量が多い傾向が

認められた。これらは，窒素施肥壁などの肥培管理が園地

間によって異なることも要因の一つであろうが，培養法に

よる発現量の推移でも，20日後までは現地での8月上旬ま

での無機態N含量の順位と同じ発現量で，30日後の発現量

は9月下旬の園地間の順位と同じであったことから，透水

性の良否が無機態Nの給源である易分解性有機物などの含

量に違いを与えているとも考えられる。

（
三
〇
－
＼
さ
）
N
⊥
M
H
N
十
ざ
Z
）

培養前　　10日後　　　20Fl後　　30日後

図2　土壌の透水性と土壌Nの無機化状況
（昭58）

は〉　土壌の無機化能に関する特性値と彙中Nとの関係

ビン培養N，硝化能，生土Nと5月，6月，7月，9月の

採土時の調査樹の章中N含有率との相関では，いずれの測

定時も正の有意な相関は認められず，むしろ負の関係を示

す場合が多かった。特に，6月下旬と7月下旬ではぴん培

養Nや硝化能とは有意な負の相関があった。このことは，

6月のぴん培養Nは多湿な園地で低いこと，また，7月の

硝化率はpHが高く，地下水位の低い園地で高いことから，

生育中期に地下水位が高く，多湿な園地はどN過多になり

やすいことを示すものと考えられた。

表3　土壌のN無機化特性値と嚢中Nとの相関
（昭57）

薬 中　 N　 含 有 率

5 月 2 5 日 6 月 2 5 日 7 月 2 6 日 9 月 2 7 日

ぴ ん 培 養 N 0 ．18 － 0．5 6 ■ － 0 ．1 2 － 0．2 9

硝　 化　 能 － 0 ．0 8 － 0．2 5 － 0．6 2 ＊ 0．13

生　 土　 N 0 ．2 7 0 ．13 － 0 ．2 4 － 0 ．0 6

注．n＝11　事…5％レベルで有意
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